
 ハンドピースにテストバーを付けロックした状態から

 下記の手順でコレットチャックを取り外す。

 1.ハンドピース先端部の溝にスパナAをかける。

 この時、テストバーを回し、左図2.5にあるように溝の

 窓から見て内側が平な面を向ける。

 2.スパナAが奥までかかっているか確認する。

３．ハンドピースを回転させ、バーのロックを解除する。

 4.スパナB中央部の穴にコレットチャック先端をセットし、

 スパナAを押さえながらスパナBを反時計回りに回す。

 コレットチャックが手で回転するまで緩める。

 5.,コレットチャックが緩んだら手で反時計回りに回転させ

 スピンドルを外す。

６.コレットチャックが外れたら、清掃行う。

※組み立ては逆の手順で行い、正常に回転するか確認して

 から使用する。
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